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「
２
審
有
罪
で
即
逮
捕
」再
審
議
か

さ
れ
る
と
、
週
５
日
の
授
業

の
４
割
を
遠
隔
で
受
け
、
週

間
に
３
日
だ
け
通
学
す
れ
ば

よ
い
ケ
ー
ス
も
発
生
す
る
。

　

遠
隔
授
業
の
支
持
者
か
ら

は
「
人
的
、
物
的
両
面
で
、

新
し
い
教
育
資
源
を
試
す
こ

と
が
で
き
る
」
と
の
声
が
あ

が
っ
て
は
い
る
が
、「
公
教
育

と
の
格
差
が
拡
が
り
か
ね
な

い
」
と
の
不
安
も
専
門
家
か

ら
は
出
て
い
る
。

　

現
在
伯
国
で
は
、

６
９
０
万
人
が
公
立
校

で
中
等
教
育
を
受
け
て
い

る
。
１
５
〜
１
７
歳
の
中

等
教
育
適
正
年
齢
全
体

の
１
４
・
６
％
に
あ
た
る

１
５
０
万
人
は
中
等
教
育
に

進
ん
で
い
な
い
。

　

中
等
教
育
改
革
法
は
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
６
割
は
共
通

　

１
４
日
に
セ
ウ
ソ
・
デ
・
メ
ロ
最
高
裁
判
事
が
カ
ル
メ
ン
・
ル
シ
ア
長
官
に
申
し

入
れ
た
「
２
審
の
有
罪
後
に
刑
を
執
行
す
る
か
否
か
に
関
す
る
非
公
式
会
合
」
が
、

２
０
日
に
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
Ｇ
１
サ
イ
ト
午
後
３
時
版
記
事
が
報
じ
て
い

る
。
こ
の
話
し
合
い
次
第
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
再
審
理
を
行
う
か
否
か
が
決
ま

る
可
能
性
が
あ
る
。
月
末
に
も
逮
捕
の
可
能
性
が
あ
る
と
噂
さ
れ
る
ル
ー
ラ
元
大
統

領
に
直
結
す
る
問
題
だ
け
に
注
目
を
集
め
て
い
る
。２
０
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

ベ
ー
ジ
ャ
誌
サ
イ
ト
２
０
日
午
後
４
時
２
４
分
付
記
事
に
よ
れ
ば
、
カ
ル
メ
ン
長
官
は

２
０
日
と
見
ら
れ
て
い
た
非
公
式
会
合
を
２
１
日
に
延
期
し
、「
公
式
会
合
」
に
し
た

と
報
じ
た
。

ま
っ
て
い
た
。

　

カ
ル
メ
ン
長
官
は
当
初
、

１
６
年
１
０
月
に
最
高
裁
で

行
な
っ
た
審
議
結
果
を
生
か

す
方
向
、
つ
ま
り
「
２
審
有

罪
で
刑
執
行
す
る
」
と
の
解

釈
の
ま
ま
で
改
め
て
投
票
を

行
な
わ
な
い
と
強
く
主
張
し

て
き
た
。

　

だ
が
、
１
６
年
１
０
月
時

の
審
議
結
果
が
６
対
５
と
僅

差
で
、
そ
れ
か
ら
判
事
が
入

れ
代
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
当

初
「
２
審
有
罪
後
」
派
だ
っ

た
ジ
ウ
マ
ー
ル
・
メ
ン
デ
ス

判
事
が
見
解
を
変
え
、
ジ
ア

ズ
・
ト
フ
ォ
リ
副
長
官
ら
が

主
張
す
る
「
３
審
後
に
」
派

に
な
っ
た
と
の
説
が
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
最
高
裁
内
部

で
再
度
の
審
議
を
求
め
る
声

が
強
く
な
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
セ
ウ
ソ
・
デ
・
メ

ロ
判
事
が
カ
ル
メ
ン
長
官

に
「
非
公
式
な
会
合
」
を
申

し
入
れ
た
。
Ｇ
１
サ
イ
ト

２
０
日
午
後
３
時
版
記
事
で

は
「
長
官
は
ま
だ
（
会
合
の
）

招
待
状
を
出
し
て
い
な
い
」

と
報
じ
て
い
る
。

　

ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
聖
市

市
長
は
１
９
日
、
聖
州
知
事

選
出
馬
に
伴
い
、
市
長
を
辞

任
す
る
こ
と
に
関
し
て
「
離

婚
の
よ
う
な
も
の
」
と
喩
え

た
。
同
氏
い
わ
く
「
数
多
く

の
カ
ッ
プ
ル
が
自
分
た
ち
の

　
「
３
審
後
」
派
に
転
じ
た

と
目
さ
れ
て
い
る
メ
ン
デ
ス

判
事
は
１
９
日
、「
第
２
審

後
に
逮
捕
を
逃
れ
る
た
め
に

人
身
保
護
令
（
Ｈ
Ｃ
）
を
求

め
た
諸
々
の
請
求
に
ま
と
め

て
了
承
を
出
す
か
」
と
い
う

案
件
に
対
し
、「
出
さ
な
い
」

と
の
見
解
を
示
し
て
注
目
を

集
め
た
。

　

同
判
事
は
「
何
も
か
も
を

認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
法
の
シ
ス
テ
ム
が
崩
れ

て
し
ま
う
」
と
語
り
、「
２

審
有
罪
の
場
合
、
い
つ
で
も

逮
捕
免
除
な
わ
け
で
は
な

い
」
と
の
考
え
を
改
め
て
強

調
し
た
。
同
判
事
は
政
治
家

や
実
業
家
に
人
身
保
護
令
を

適
用
さ
せ
る
傾
向
が
強
い
と

か
ね
て
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い

最
高
裁
全
判
事
が
非
公
式
会
合
？

科
目
を
学
習
し
、
残
り
４
割

は
「
言
語
」「
自
然
科
学
」「
人

文
科
学
」「
数
学
」「
技
術
教

育
」
の
５
分
野
か
ら
一
つ
を

選
ん
で
履
修
で
き
る
と
定
め

て
お
り
、
Ｃ
Ｎ
Ｅ
の
提
案
で

は
選
択
科
目
も
遠
隔
履
修
を

認
め
て
い
る
。

　

た
だ
し
現
在
は
、

５
０
０
０
を
超
え
る
国
内
全

て
の
市
の
半
数
以
上
で
は
、

公
立
校
で
は
選
択
科
目
が
一

等
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
（
Ｄ
Ｃ
Ｎ
）
を
改

定
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
Ｄ

Ｃ
Ｎ
の
改
定
を
行
っ
た
の
は
、

教
育
省
の
内
部
機
関
、
全
国

教
育
審
議
会
（
Ｃ
Ｎ
Ｅ
）
だ
。

　

Ｃ
Ｎ
Ｅ
は
、「
教
育
機
関

で
行
わ
れ
る
内
容
は
全
て
遠

隔
授
業
が
可
能
」
と
す
る

提
言
も
Ｄ
Ｃ
Ｎ
に
盛
り
込
ん

だ
。
も
し
こ
れ
が
議
会
承
認

　

ミ
シ
ェ
ル
・
テ
メ
ル
大
統
領

（
民
主
運
動
・
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
は
、

中
等
教
育
教
程
の
４
割
を
遠

隔
授
業
で
履
修
出
来
る
よ
う

に
す
る
案
を
持
っ
て
い
る
と
、

２
０
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
（
Ｆ
）

紙
が
報
じ
た
。

　

昨
年
２
月
に
中
等
教
育
改

革
法
の
成
立
す
る
過
程
に
お

い
て
、
遠
隔
授
業
の
是
非
に

つ
い
て
意
見
が
割
れ
、
結
果

的
に
遠
隔
授
業
は
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

　

中
等
教
育
改
革
法
の
成
立

に
よ
り
、
教
育
省
は
全
国
中

教
育
省
の
傘
下
機
関
が
提
言

直
接
統
治
の
〃
実
験
台
〃
で
成
果
？

「
国
が
責
任
放
棄
」と
の
批
判
も

つ
し
か
選
べ
ず
、
改
革
法
の

実
現
は
困
難
に
直
面
し
て
い

る
。
遠
隔
授
業
は
こ
の
問
題

の
解
決
の
糸
口
に
な
る
上
、

教
員
不
足
解
消
の
一
助
と
し

て
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｄ
Ｃ
Ｎ
改
定
案
は
、
今
月

６
日
に
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
デ

シ
ャ
ン
Ｃ
Ｎ
Ｅ
会
長
ら
の
手

に
よ
り
提
出
さ
れ
た
。
デ
シ
ャ

ン
会
長
は
、「
ま
だ
初
等
教
育

に
関
す
る
議
論
も
不
足
し
て

い
る
。
初
等
教
育
と
中
等
教

育
と
の
間
の
連
携
も
整
え
る

必
要
が
あ
る
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
先
端
技
術
を
使
っ

た
教
育
に
関
す
る
研
究
を

行
っ
て
い
る
、
バ
イ
ー
ア
州
連

邦
大
学
の
ネ
ル
ソ
ン
・
プ
ラ
ッ

ト
教
授
は
、「
遠
隔
授
業
は
、

伯
国
政
府
が
、
若
者
の
教
育

に
関
す
る
責
任
、
学
校
施
設

へ
の
投
資
を
行
う
と
い
う
責

任
を
放
棄
す
る
も
の
」
と
厳

し
く
批
判
し
て
い
る
。

「『
２
審
有
罪
で
即
逮
捕
』
の

問
題
に
関
し
、
最
高
裁
は
最

終
的
な
判
断
を
下
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
が
、
い
ま
ど
ん

な
動
き
を
し
て
も
ル
ー
ラ
を

刑
務
所
行
き
か
ら
救
う
た
め

の
試
み
に
し
か
見
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
」
と
断
定
し
た
。

　

こ
の
件
に
関
し
て
は
、
１

月
に
ル
ー
ラ
元
大
統
領
が
第

４
連
邦
地
域
裁（
Ｔ
Ｒ
Ｆ
４
）

で
聖
州
グ
ア
ル
ジ
ャ
ー
の
三

層
高
級
住
宅
を
介
し
た
収
賄

と
資
金
洗
浄
の
容
疑
で
１
２

年
１
カ
月
の
実
刑
判
決
を
受

け
た
直
後
か
ら
、
判
断
を
明

確
化
す
べ
き
と
の
議
論
が
高

メンドンサ・フィーリョ教育相
（Marcello Casal Jr/ Agência Brasil）

ヴィラ・ケネディの様子（Salvador Scofano/ GERJ）

カルメン・ルシア長官
（José Cruz/Agência Brasil）

ル
ー
ラ
逮
捕
が
目
前
と
の
噂
で

リ オ 市

る
。

　

メ
ン
デ
ス
判
事
へ
の
世
論

の
風
当
た
り
は
日
々
強
く

な
っ
て
お
り
、
１
９
日
午
前

中
も
判
事
が
乗
る
自
動
車
に

ト
マ
ト
を
ぶ
つ
け
る
抗
議
行

動
が
行
な
わ
れ
た
。

力
で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い

事
情
が
あ
っ
て
別
れ
る
。
簡

単
に『
裏
切
っ
た
』と
か
言
っ

て
済
む
問
題
で
は
な
い
」
と

の
こ
と
。
さ
ら
に
ド
リ
ア
氏

は
「
聖
市
を
捨
て
る
わ
け
で

は
な
い
。
聖
州
知
事
に
な
れ

ば
聖
市
の
こ
と
を
含
め
た
行

政
を
行
な
う
か
ら
」
と
、
あ

く
ま
で
聖
市
と
の
関
係
が
続

い
て
い
く
と
強
調
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の

経
緯
か
ら
「
ど
う
せ
聖
州
知

事
も
大
統
領
に
登
り
つ
め
る

た
め
の
踏
み
台
な
の
で
は
」

と
穿
っ
た
見
方
を
す
る
人
は

現
れ
そ
う
。
聖
州
に
ど
こ
ま

で
誠
意
を
示
せ
る
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

マ
ラ
ニ
ョ
ン
州
サ
ン
ル
イ

で
１
８
日
、
母
親
が
生
後
７

カ
月
の
男
の
子
を
３
０
メ
ー

ト
ル
下
の
川
に
意
図
的
に
落

と
し
た
が
、
背
中
に
か
す
り

傷
を
負
っ
た
だ
け
で
奇
跡
的

に
助
か
る
出
来
事
が
起
き

た
。
川
は
ち
ょ
う
ど
浅
瀬
に

な
っ
て
お
り
、
落
ち
た
地
点

が
柔
ら
か
い
泥
に
な
っ
て
い

た
か
ら
だ
と
い
う
。
救
出
先

の
病
院
医
師
に
よ
る
と
「
奇

跡
が
起
き
た
」
と
の
こ
と
。

２
３
歳
の
母
親
は
殺
害
容
疑

で
既
に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。

警
察
は
母
親
の
精
神
的
障
害

を
疑
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
　
　
　
　

◎

　

サ
ッ
カ
ー
の
セ
レ
ソ
ン
の

ロ
シ
ア
で
の
親
善
試
合
は

２
３
日
。
左
サ
イ
ド
バ
ッ
ク

の
代
理
選
手
と
し
て
急
遽
イ

ズ
マ
イ
リ
ー
（
シ
ャ
フ
タ
ー

ル
・
ド
ネ
ツ
ク
）
が
２
０
日

に
召
集
さ
れ
た
。
伯
国
で
は

無
名
で
、
数
日
前
に
フ
ィ
リ

ペ
・
ル
イ
ス
の
負
傷
で
召
集

さ
れ
た
ア
レ
ッ
ク
ス
・
サ
ン

ド
ロ
も
負
傷
で
、い
わ
ば「
代

打
の
代
打
」
で
呼
ば
れ
た
格

好
だ
。
こ
の
召
集
の
幸
運
を

Ｗ
杯
本
番
ま
で
続
け
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
か
。

　

旅
客
需
要
の
高
ま
り
に
よ

り
、
エ
ミ
レ
ー
ツ
（
Ｅ
）
航

空
は
、
ド
バ
イ
（
ア
ラ
ブ
首

長
国
連
邦
・
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
／
グ

ア
ル
ー
リ
ョ
ス
（
伯
国
）
／

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
（
チ
リ
）
を

結
ぶ
路
線
を
新
設
す
る
見
込

み
だ
と
、
２
０
日
付
エ
ス

タ
ー
ド
紙
が
報
じ
た
。

　

７
月
５
日
か
ら
就
航
し
、

週
５
便
運
行
さ
れ
る
。
旅
客

収
容
人
員
３
０
２
人
の
ボ
ー

イ
ン
グ
７
７
７
―
２
０
０
Ｌ

Ｒ
機
が
使
わ
れ
る
予
定
だ
。

　

こ
の
新
路
線
に
伴
い
、
Ｅ

航
空
の
グ
ア
ル
ー
リ
ョ
ス
／

ド
バ
イ
便
も
現
状
の
週
７
便

か
ら
１
２
便
に
な
る
。

　

Ｅ
航
空
副
社
長
の
ウ
ー
ベ

ル
・
フ
ラ
ー
氏
は
、「
先
ご

ろ
既
存
の
ド
バ
イ
／
グ
ア

ル
ー
リ
ョ
ス
線
に
大
型
旅
客

機
を
導
入
し
、
一
週
間
辺
り

の
席
数
を
９
５
０
席
増
や
し

た
ば
か
り
だ
が
、
増
加
分
も

高
稼
働
だ
」
と
同
社
の
南
米

路
線
需
要
の
高
ま
り
に
つ
い

て
語
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ド
バ
イ
／
グ
ア
ル
ー

リ
ョ
ス
線
に
、
ド
バ
イ
／
リ

オ
／
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
線

を
含
め
た
、
Ｅ
航
空
の
伯
国

運
航
便
の
利
用
率
は
８
０
％

を
超
え
て
い
る
。

　

伯
国
は
２
０
１
６
年
い
っ

ぱ
い
ま
で
長
期
の
不
況
に
苦

し
み
、
１
７
年
か
ら
不
況
脱

出
の
兆
し
を
見
せ
て
き
た
と

こ
ろ
だ
が
、
国
外
投
資
家
の

伯
国
へ
の
興
味
や
伯
国
富
裕

層
の
ド
バ
イ
へ
の
関
心
の
強

さ
な
ど
か
ら
、
伯
国
／
ド
バ

イ
便
や
ド
バ
イ
経
由
便
へ
の

需
要
は
そ
の
間
も
安
定
し
て

い
た
と
同
副
社
長
は
語
る
。

　

チ
リ
ま
で
路
線
が
伸
び
る

理
由
に
関
し
て
は
、
チ
リ
の

経
済
的
安
定
性
、
観
光
資

源
の
豊
富
さ
、
チ
リ
に
は
中

国
や
中
東
諸
国
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
存
在
す
る
こ
と
を
挙

げ
た
。

　

ま
た
、
Ｅ
航
空
チ
リ
便
は

１
４
ト
ン
ま
で
の
貨
物
も
積

載
で
き
、
魚
介
や
果
物
、
花

な
ど
も
輸
送
で
き
る
。

　
【
既
報
関
連
】
２
月
１
６

日
に
始
ま
っ
た
リ
オ
州
治
安

部
門
へ
の
直
接
統
治
で
、「
実

験
台
」
と
目
さ
れ
る
リ
オ
市

西
部
の
フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ
（
ス
ラ

ム
街
）「
ヴ
ィ
ラ
・
ケ
ネ
デ
ィ
」

か
ら
軍
が
撤
退
す
る
と
２
０

日
付
伯
字
紙
、
サ
イ
ト
が
報

じ
た
。

　

ヴ
ィ
ラ
・
ケ
ネ
デ
ィ
に
は
当

初
、
軍
人
１
４
０
０
人
が
派

遣
さ
れ
、
犯
罪
組
織
が
作
っ

た
バ
リ
ケ
ー
ド
な
ど
の
障
害

物
を
取
り
除
く
作
業
な
ど
を

行
っ
た
。
現
在
の
活
動
の
中

心
は
、
軍
人
３
０
０
人
が
軍

警
と
協
力
し
て
行
う
巡
邏
活

動
だ
。

　

２
０
日
、
陸
軍
東
部
司
令

部
の
報
道
担
当
官
カ
ル
ロ
ス
・

フ
レ
デ
リ
コ
・
シ
ネ
リ
大
佐

が
、
今
後
２
週
間
で
同
地
区

内
の
軍
人
を
撤
退
さ
せ
る
方

針
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

発
表
に
よ
る
と
、
同
地
区

で
は
車
両
の
盗
難
や
積
み
荷

強
盗
の
件
数
が
減
り
、
住
民

も
治
安
回
復
を
実
感
し
始
め

て
い
る
た
め
、
今
後
は
軍
人

の
数
を
減
ら
し
、
軍
警
を
増

や
し
て
い
く
と
い
う
。

　

同
大
佐
に
よ
る
と
、
ヴ
ィ

ラ
・
ケ
ネ
デ
ィ
で
の
作
戦
第

１
段
階
は
、
住
民
や
警
察
車

両
、
サ
ー
ビ
ス
業
者
ら
の
車

が
自
由
に
出
入
り
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
障
害
物
除

去
だ
っ
た
。
た
だ
し
犯
罪
歴

の
有
無
を
調
べ
る
た
め
に
、

住
民
や
身
分
証
明
書
を
撮

影
す
る
行
為
は
物
議
を
醸
し

た
。

　

第
２
段
階
は
、
同
地
区
内

の
治
安
維
持
警
察
部
隊
（
Ｕ

Ｐ
Ｐ
）
の
再
生
と
社
会
活
動

で
、
軍
警
と
共
に
行
う
巡
邏

活
動
は
第
３
段
階
だ
。
い
ま

の
軍
と
軍
警
特
別
部
隊
に
よ

る
巡
邏
活
動
は
昼
間
の
み
で
、

夜
間
の
治
安
維
持
は
軍
警
の

管
轄
と
な
っ
て
い
る
。

　

シ
ネ
リ
大
佐
に
よ
る
と
、

ヴ
ィ
ラ
・
ケ
ネ
デ
ィ
で
効
果
が

実
証
さ
れ
た
地
域
安
定
化
の

諸
活
動
は
、
他
の
地
区
に
も

適
用
さ
れ
る
。
だ
が
、
軍
の

活
動
は
そ
れ
だ
け
に
限
定
さ

れ
ず
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
他

の
地
域
に
も
兵
士
を
派
遣
す

る
準
備
が
あ
る
と
い
う
。
今

後
の
兵
士
を
派
遣
す
る
場
所

や
任
務
は
、
諜
報
部
が
集
め

た
情
報
や
犯
罪
趨
勢
に
よ
る

と
の
見
解
も
示
し

た
。

　

ブ
ラ
ガ
・
ネ
ッ

ト
執
政
官
は

１
９
日
、
連
邦

議
員
ら
と
の
会
合

で
、
リ
オ
州
の
治

安
関
連
費
を
正

常
な
状
態
に
戻

す
に
は
３
１
億
レ

ア
ル
の
予
算
が
必

要
と
の
見
解
を
示

し
た
。
メ
イ
レ
ー

レ
ス
財
相
は
同

日
、
給
与
支
払

時
の
免
税
措
置

終
了
に
伴
う
税

　

ル
ー
ラ
元
大
統
領
は
１
９

日
、
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
た

め
に
南
大
河
州
の
２
市
内
を

回
っ
た
が
、
右
翼
団
体
か
ら

の
抗
議
活
動
に
遭
遇
し
た
。

２
０
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て

い
る
。

　

収
賄
と
資
金
洗
浄
で
第

２
審
で
も
１
２
年
１
カ
月
の

実
刑
判
決
を
受
け
た
ル
ー

ラ
氏
。
大
統
領
選
に
備
え

て
の
遠
征
活
動
を
続
け
て
お

り
、
こ
の
日
は
南
大
河
州
バ

ジ
ェ
ー
の
パ
ン
パ
連
邦
大
学
を

訪
れ
た
。

　

大
学
の
入
り
口
で
は
、
伯

国
旗
を
は
た
め
か
せ
た
右
翼

団
体
が
強
い
抗
議
運
動
を
行

な
っ
た
あ
げ
く
、
親
ル
ー
ラ

派
の
団
体
と
の
取
っ
組
み
合

い
の
喧
嘩
に
ま
で
発
展
し
た
。

ル
ー
ラ
氏
は
こ
の
抗
議
団
体
を

「
右
翼
の
フ
ァ
シ
ス
ト
連
中
」

と
切
り
捨
て
た
。

　

続
い
て
ル
ー
ラ
氏
は
サ
ン

タ
ー
ナ
・
ド
・
リ
ブ
ラ
メ
ン

ト
に
赴
き
、
そ
こ
で
ジ
ウ
マ

前
大
統
領
、
ウ
ル
グ
ア
イ
の

ホ
セ
・
ム
ヒ
カ
元
大
統
領
、

エ
ク
ア
ド
ル
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
・

コ
レ
ア
元
大
統
領
と
の
合
同

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
。

だ
が
、
こ
こ
も
外
で
は
抗
議

運
動
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

外国為替市況
中銀サイトより

3月20日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.3075  R$
買　3.3069  R$

円相場
売　0.0311  R$
買　0.0311  R$

カルメン長官へ圧力高まる
　

Ｇ
１
サ
イ
ト
で
２
０
日
午

前
７
時
に
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
エ
リ
オ
・
グ
ロ
ビ
ッ

ツ
氏
は
「
カ
ル
メ
ン
・
ル
シ

ア
は
耐
え
ら
れ
る
か
？
」
と

の
題
名
の
コ
ラ
ム
を
発
表
、

Ｕ
Ａ
Ｅ
／
伯
国
／
チ
リ
路
線
新
設

経
済
や
観
光
の
需
要
増
う
け

Ｖ
ケ
ネ
ディ
か
ら
軍
が
撤
回

最高裁
教育改革

中
等
教
育
教
程
４
割
を
遠
隔
で
？

（２）２０１８年 第４９６０号 ３月 ２１日 （水曜日）

エミレーツ航空

南
大
河
州
で
右
翼
の
抗
議
に

選
挙
運
動
の
前
途
は
多
難
か

ル ー ラ

増
収
分
を
治
安
省
の
経
費
に

当
て
る
と
発
表
。
テ
メ
ル
大

統
領
は
同
州
へ
の
１
０
億
レ

ア
ル
支
援
を
約
束
し
た
。
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申し
ん

請せ
い

業ぎ
ょ
う

務む

の
代だ

い

行こ
う

を
し
て
い

た
。
そ
こ
を
退た

い

職し
ょ
く
し
て
「
お

仕し

事ご
と

ド
ッ
ト
コ
ム
」
社し

ゃ

を
立た

ち
上あ

げ
た
と
き
、
訪ほ

う

日に
ち

就し
ゅ
う

労ろ
う

希き

望ぼ
う

者し
ゃ

を
顧こ

客き
ゃ
くに
し
て
い
た
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後ご

に
訪ほ

う

日に
ち

就し
ゅ
う

労ろ
う

希き

望ぼ
う

者し
ゃ

が
激げ

き

減げ
ん

し
て
パ

ッ
ソ
ス
さ
ん
の
仕し

事ご
と

も
減へ

る

中な
か

、
日に

っ

系け
い

四よ
ん

世せ
い

か
ら
訪ほ

う

日に
ち

を

希き

望ぼ
う

す
る
声こ

え

が
増ぞ

う

加か

し
て
き

た
。
そ
の
た
め
に
、
四よ

ん

世せ
い

ビ

　
【
ブ
ラ
ジ
リ
ア
発は

つ

】
皇こ

う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

は
１
８
日に

ち

午ご

後ご

４
時じ

半は
ん

か
ら
５
時じ

１
５
分ふ

ん

に
か
け
て
、
在ざ

い

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

国こ
く

大た
い

使し

公こ
う

邸て
い

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

代だ
い

表ひ
ょ
うレ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
臨り

ん

席せ
き

さ
れ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
ご
訪ほ

う

問も
ん

は
浩ひ

ろ

宮の
み
や

時じ

代だ
い

の
１
９
８
２

年ね
ん

、
移い

民み
ん

１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
２
０
０
８
年ね

ん

に
続つ

づ

く
３
度ど

目め

。
全ぜ

ん

伯ぱ
く

の
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

代だ
い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

ら
５
０
人に

ん

近ち
か

く
が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
、
拍は

く

手し
ゅ

で
迎む

か

え
ら
れ
た
皇こ

う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

は
、
出

し
ゅ
っ

席せ
き

者し
ゃ

一ひ
と

人り

一ひ
と

人り

の
話は

な
しに
深ふ

か

く
耳み

み

を
傾か

た
むけ
ら
れ
、
励は

げ

ま
し
の
言こ

と

葉ば

を
贈お

く

ら
れ
た
。

ザ
を
求も

と

め
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

本ほ
ん

人に
ん

ら
と
共と

も

に
始は

じ

め
た
と
か
。

今い
ま

で
は
毎ま

い

日に
ち

の
よ
う
に
日に

っ

系け
い

四よ
ん

世せ
い

が
来き

て
い
る
そ
う
。
４

月が
つ

か
ら
始は

じ

め
る
と
予よ

想そ
う

さ
れ

る
四よ

ん

世せ
い

ビ
ザ
制せ

い

度ど

の
条

じ
ょ
う

件け
ん

に

よ
っ
て
は
、
派は

遣け
ん

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

や
ビ

ザ
申し

ん

請せ
い

代だ
い

行こ
う

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

に
も
多た

大だ
い

な
影え

い

響き
ょ
うが
出で

そ
う
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

イ
タ
ペ
セ
リ
カ
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

ま
れ
た
。

　

緊き
ん

張ち
ょ
うし
た
面お

も

持も

ち
で
参さ

ん

加か

者し
ゃ

が
到と

う

着ち
ゃ
くを
待ま

つ
な
か
、
殿で

ん

下か

が
お
姿す

が
た
を
現あ

ら
わ
す
と
自し

然ぜ
ん

と

拍は
く

手し
ゅ

が
沸わ

い
た
。
在ざ

い

外が
い

公こ
う

館か
ん

管か
ん

轄か
つ

区く

毎ご
と

に
分わ

か
れ
た
８
グ

ル
ー
プ
と
連れ

ん

邦ぽ
う

議ぎ

員い
ん

ら
要よ

う

人じ
ん

１
グ
ル
ー
プ
の
計け

い

９
グ
ル
ー

プ
に
分わ

か
れ
、
山や

ま

田だ

彰あ
き
ら

大た
い

使し

が
付つ

き
添そ

っ
て
懇こ

ん

親し
ん

を
深ふ

か

め

ら
れ
た
。

　

移い

民み
ん

１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

で
皇こ

う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

に
ご
接せ

っ

見け
ん

を
賜

た
ま
わ

っ
た

と
い
う
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

の
呉ご

屋や

春は
る

美み

会か
い

長ち
ょ
うは
「
１
０
年ね

ん

前ま
え

と
お
変か

わ

り
な
い
で
す
ね
」
と
話は

な

し
た

と
こ
ろ
、
殿で

ん

下か

は
「
懐な

つ

か
し

い
で
す
ね
」
な
ど
と
懐か

い

古こ

さ

れ
た
と
い
う
。
呉ご

屋や

会か
い

長
ち
ょ
う

は
「
ど
ん
な
話は

な
し
も
真し

ん

摯し

に
聞き

い
て
く
だ
さ
る
。
そ
の
思お

も

い

や
り
、
優や

さ

し
い
お
姿す

が
た
は
１
０

年ね
ん

前ま
え

と
全ま

っ
た
く
お
変か

わ
り
な
い
」

と
の
印い

ん

象し
ょ
うを
語か

た
っ
た
。

　

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

祭さ
い

典て
ん

委い

員い
ん

会か
い

の
菊き

く

地ち

義よ
し

治は
る

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うが
自じ

己こ

紹し
ょ
う

介か
い

を
す
る

と
、
殿で

ん

下か

は
「
ど
う
い
う
式し

き

典て
ん

を
す
る
の
で
す
か
」
と
お

尋た
ず

ね
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

式し
き

典て
ん

概が
い

要よ
う

を
説せ

つ

明め
い

し
た
上う

え

、

「
２
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

に
続つ

づ

く
よ
う
、

若わ
か

い
人ひ

と

た
ち
に
多お

お

く
参さ

ん

加か

し

て
も
ら
い
、
先せ

ん

輩ぱ
い

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

に

負ま

け
な
い
よ
う
開か

い

拓た
く

精せ
い

神し
ん

を

引ひ

継き
つ

い
で
も
ら
い
た
い
。
皇こ

う

室し
つ

か
ら
の
記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

へ
の
参さ

ん

列れ
つ

を
是ぜ

非ひ

と
も
お
願ね

が

い
し
ま

す
」
と
語か

た

る
と
、「
大た

い

変へ
ん

い
い

こ
と
で
す
ね
」
と
悦よ

ろ
こ
ば
れ
た

と
い
う
。

　

パ
ラ
ナ
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

連れ
ん

合ご
う

会か
い

の
上か

み

口ぐ
ち

寛ひ
ろ
し

会か
い

長ち
ょ
うも
「
１
１
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

祭さ
い

典て
ん

で
の
皇こ

う

室し
つ

の
ご
臨り

ん

席せ
き

を
お
待ま

ち
し
て
お
り
ま
す
。

今こ

年と
し

は
マ
リ
ン
ガ
ー
と
ロ
ン
ド

リ
ー
ナ
で
開か

い

催さ
い

す
る
の
で
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
頑が

ん

張ば

っ
て
お
り
ま
す
」

と
話は

な
し
を
し
た
と
こ
ろ
、「
準

じ
ゅ
ん

備び

が
大た

い

変へ
ん

で
す
ね
。
頑が

ん

張ば

っ
て

下く
だ

さ
い
」
と
励は

げ

ま
し
の
お
言こ

と

葉ば

を
か
け
ら
れ
た
と
い
う
。

　

皇こ
う

室し
つ

と
縁え

ん

の
深ふ

か

い
二に

の

宮み
や

正ま
さ

人と

弁べ
ん

護ご

士し

に
は
、
殿で

ん

下か

が

「
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

が
『
二に

の

宮み
や

さ
ん
に

宜よ
ろ

し
く
』
と
仰

お
っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
し

た
」と
お
話は

な
しに
な
っ
た
と
い
い
、

「
大た

い

変へ
ん

光こ
う

栄え
い

に
思お

も

い
ま
し
た
」

と
笑え

み
を
浮う

か
べ
た
。
来ら

い

年ね
ん

５
月が

つ

１
日に

ち

に
は
新し

ん

天て
ん

皇の
う

に
ご

即そ
く

位い

さ
れ
る
殿で

ん

下か

に
つ
い
て

　
【
既き

報ほ
う

関か
ん

連れ
ん

】
四よ

ん

世せ
い

ビ
ザ

解か
い

禁き
ん

が
４
月が

つ

に
行お

こ

な
わ
れ
る

可か

能の
う

性せ
い

が
あ
る
中な

か

、
先さ

き

ご
ろ

行お
こ

な
わ
れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
で
公こ

う

開か
い

さ
れ
た
試し

案あ
ん

の
許き

ょ

可か

条じ
ょ
う

件け
ん

に
関か

ん

し
て
、
派は

遣け
ん

会が
い

社し
ゃ

の
声こ

え

を
聞き

い
た
。

　

聖せ
い

市し

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
区く

の

ビ
ザ
取し

ゅ

得と
く

代だ
い

行こ
う

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

「
お
仕し

事ご
と

．ｃ
ｏ
ｍ（
ド
ッ
ト
コ
ム
）」

社し
ゃ

代だ
い

表ひ
ょ
うの
コ
リ
・
パ
ッ
ソ
ス

さ
ん
（
４
２
）
は
、
日に

っ

系け
い

四よ
ん

世せ
い

へ
の
特と

く

別べ
つ

定て
い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

ビ
ザ

発は
っ

給き
ゅ
うを
実じ

つ

現げ
ん

さ
せ
る
た
め
に

２
０
１
４
年ね

ん

か
ら
署し

ょ

名め
い

活か
つ

動ど
う

な
ど
を
行お

こ

な
っ
て
き
た
。

　

パ
ッ
ソ
ス
さ
ん
は
日に

っ

系け
い

四よ
ん

世せ
い

向む

け
特と

く

別べ
つ

定て
い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

ビ
ザ
の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

発は
っ

信し
ん

ペ
ー

ジ
「V

isto ja
p
o
n
e
s 

para yon
sei, quarta 

g
eracao!

」
を
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ

ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
上じ

ょ
うに
作つ

く

り
、
通つ

う

信し
ん

ア
プ
リ
「
Ｗ
ｈ
ａ
ｔ
ｓ
Ａ
ｐ

「
色い

ろ

々い
ろ

な
ご
公こ

う

務む

を
こ
な
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、
つ

つ
が
な
く
陛へ

い

下か

の
後あ

と

を
継つ

が

れ
る
で
し
ょ
う
」
と
語か

た
っ
た
。

　

連れ
ん

邦ぽ
う

直ち
ょ
っ

轄か
つ

区く

の
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

体た
い

育い
く

娯ご

楽ら
く

協き
ょ
う

会か
い

の
梅う

め

田だ

寛
ひ
ろ
し

ワ
ル
デ
マ
ル
会か

い

長ち
ょ
うは
、「
ご
訪ほ

う

問も
ん

は
大た

い

変へ
ん

有あ

り
難が

た

い
こ
と
。

ｐ
」
で
も
四よ

ん

世せ
い

の
グ
ル
ー
プ

を
作つ

く

り
情

じ
ょ
う

報ほ
う

交こ
う

換か
ん

し
て
い

る
。
パ
ッ
ソ
ス
さ
ん
に
よ
る

と
、
四よ

ん

世せ
い

か
ら
日に

本ほ
ん

定て
い

住じ
ゅ
うが

可か

能の
う

な
ビ
ザ
に
つ
い
て
の
問と

い
合あ

わ
せ
が
増ふ

え
始は

じ

め
た
の

は
２
０
１
１
年ね

ん

頃ご
ろ

だ
っ
た
そ

う
だ
。

　
「
不ふ

況き
ょ
う
の
伯は

っ

国こ
く

で
は
卒そ

つ

業
ぎ
ょ
う

し
て
も
仕し

事ご
と

が
な
い
。
も
と

　

２
０
１
５
年ね

ん

に
創そ

う

立り
つ

８
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
た
イ
タ
ペ
セ
リ

カ
・
ダ
・
セ
ー
ラ
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

（
牧ま

き

山や
ま

純じ
ゅ
ん

子こ

校こ
う

長ち
ょ
う

）。
こ

の
た
び
記き

念ね
ん

誌し

『
心

こ
こ
ろ

豊ゆ
た

か
に
』

が
発は

っ

刊か
ん

さ
れ
た
。
同ど

う

校こ
う

の
歴れ

き

史し

や
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

生せ
い

、
在ざ

い

校こ
う

生せ
い

の
言こ

と

葉ば

な
ど
が
掲け

い

載さ
い

さ
れ
て
い
る
。

日に
っ

ポ
両

り
ょ
う

語ご

。

聖せ
い

州し
ゅ
うイ
タ
ペ
セ
リ
カ
・
ダ
・

セ
ー
ラ
市し

に
位い

置ち

す
る
同ど

う

校こ
う

は
１
９
３
５
年ね

ん

の
開か

い

校こ
う

。

１
９
４
２
年ね

ん

１
月が

つ

に
ブ
ラ
ジ

ル
政せ

い

府ふ

が
日に

本ほ
ん

と
の
国こ

っ

交こ
う

を

断だ
ん

絶ぜ
つ

し
日に

本ほ
ん

語ご

が
禁き

ん

止し

さ

れ
た
後あ

と

も
、
こ
っ
そ
り
授じ

ゅ

業
ぎ
ょ
う

を
続つ

づ

け
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

を
貫つ

ら
ぬ

い

た
。
ド
イ
ツ
系け

い

の
先せ

ん

生せ
い

が
い

て
彼か

の

女じ
ょ

が
学が

っ

校こ
う

に
検け

ん

査さ

に
現

あ
ら
わ

れ
た
官か

ん

憲け
ん

に
「
こ
こ
で
日に

本ほ
ん

語ご

を
教お

し

え
て
い
ま
せ
ん
」
と

説せ
つ

明め
い

し
納な

っ

得と
く

さ
せ
て
い
た
。

記き

念ね
ん

誌し

は
４
０
０
部ぶ

発は
っ

行こ
う

さ
れ
、
同ど

う

校こ
う

の
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

生せ
い

ら
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

に
配は

い

布ふ

さ
れ
る
。
８
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

準じ
ゅ
ん

備び

委い

員い
ん

長ち
ょ
うの

田た

畑ば
た

稔み
の
る

さ
ん
は
「
や
っ
と
完か

ん

成せ
い

す
る
こ
と
が
出で

来き

た
。
み

ん
な
に
喜よ

ろ
こ

ん
で
も
ら
え
る
と

　

パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う

ロ
ン
ド
リ
ー
ナ

市し

の
ぶ
ら
じ
る
川せ

ん

柳り
ゅ
う

社し
ゃ

（
荒あ

ら

井い

花は
な

生い
き

代だ
い

表ひ
ょ
う）
が
主し

ゅ

催さ
い

す
る

第だ
い

６
５
回か

い

全ぜ
ん

伯ぱ
く

川せ
ん

柳り
ゅ
う

大た
い

会か
い

の

吟ぎ
ん

句く

を
募ぼ

集し
ゅ
うし
て
い
る
。

未み

発は
っ

表ぴ
ょ
うの
課か

題だ
い

吟ぎ
ん

・
自じ

由ゆ
う

吟ぎ
ん

合あ

わ
せ
て
１
人り

３
句く

（
課か

題だ
い

吟ぎ
ん

の
み
３
句く

、
自じ

由ゆ
う

吟ぎ
ん

の
み
３
句く

で
も
可か

）。
課か

題だ
い

は
「
逆ぎ

ゃ
く

」。
吟ぎ

ん

句く

と
氏し

名め
い

に
は

振ふ

り
仮が

名な

を
記き

入に
ゅ
うす
る
こ
と
、

投と
う

句く

用よ
う

紙し

は
自じ

由ゆ
う

。

　

５
月が

つ

３
１
日に

ち

必ひ
っ

着ち
ゃ
く。
投と

う

句く

料り
ょ
う
３
０
レ
ア
ル
を
一い

っ

緒し
ょ

に
送そ

う

付ふ

す
る
こ
と
。
小こ

切ぎ
っ

手て

の
場ば

合あ
い

はEiji Y
am
azaki

と

記き

入に
ゅ
うし
斜し

ゃ

線せ
ん

を
入い

れ
る
。

送お
く

り
先さ

き

は
、
山や

ま

崎ざ
き

栄え
い

治じ

さ
ん(R

u
a C
lara B

ar-
to
n
, 7
1
, L
o
n
d
rin
a, 

C
E
P
 8
6
0
3
9
-4
4
0
)

ま

で
。大た
い

会か
い

開か
い

催さ
い

日び

は
、
９
月が

つ

１
５
日に

ち(

土ど

曜よ
う

日ひ)

午ご

前ぜ
ん

８

時じ

受う
け

付つ
け

、
９
時じ

開か
い

始し

。
会か

い

場
じ
ょ
う

は
同ど

う

州し
ゅ
うロ
ン
ド
リ
ー
ナ
市し

の
レ

ス
ト
ラ
ン
テ・
ア
キ
ラ
（R

ua 
G
u
a
p
o
r
e
, 9
6
2
, 

Jardim
 P
alm
ares

）。

校こ
う

記き

念ね
ん

誌し

『
心

こ
こ
ろ

豊ゆ
た

か
に
』
に

は
２
０
１
５
年ね

ん

の
８
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

の
様よ

う

子す

も
記き

載さ
い

が
あ
り
、

先せ
ん

亡ぼ
う

者じ
ゃ

慰い

霊れ
い

法ほ
う

要よ
う

で
南な

ん

米べ
い

浄
じ
ょ
う

土ど

真し
ん

宗し
ゅ
う

本ほ
ん

願が
ん

寺じ

派は

の
清し

水み
ず

仁じ
ん

恵け
い

師し

の
法ほ

う

話わ

が
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ
て

い
る
。「
あ
り
が
と
う
の
反は

ん

対た
い

の
言こ

と

葉ば

は
何な

ん

だ
と
思お

も

い
ま
す

か
？　

反は
ん

対た
い

の
言こ

と

葉ば

は
『
あ

た
り
ま
え
』
で
す
。
あ
り
が

と
う
は
有あ

る
こ
と
が
難む

ず
か

し
い

と
い
う
こ
と
。
皆み

な

が
今い

ま

こ
こ
で

過す

ご
し
て
き
た
こ
と
は
当あ

た

り
前ま

え

で
す
か
？　

先せ
ん

代だ
い

が
日に

本ほ
ん

学が
っ

校こ
う

を
創そ

う

立り
つ

し
て
く
れ
た

お
か
げ
で
あ
っ
て
、
当あ

た
り

前ま
え

で
は
あ
り
ま
せ
ん
」。
日に

本ほ
ん

語ご

を
解か

い

説せ
つ

し
な
が
ら
先せ

ん

人じ
ん

へ

の
感か

ん

謝し
ゃ

を
諭さ

と

す
と
い
う
、
そ

の
場ば

に
い
た
人ひ

と

々び
と

の
心こ

こ
ろ

に
、
こ

れ
以い

上じ
ょ
う

無な

い
ほ
ど
響ひ

び

く
法ほ

う

話わ

に
な
っ
た
に
違ち

が

い
な
い
。

　

１
８
日に

ち

か
ら
２
３
日に

ち

ま
で

首し
ゅ

都と

ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
開か

い

催さ
い

さ

れ
る
「
第だ

い

８
回か

い

世せ

界か
い

水み
ず

フ
ォ

ー
ラ
ム
」
に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

す
る
た
め
、

私し

的て
き

に
ブ
ラ
ジ
ル
を
ご
訪ほ

う

問も
ん

さ
れ
た
殿で

ん

下か

。
米べ

い

マ
イ
ア
ミ

経け
い

由ゆ

で
、
１
８
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

８
時じ

頃ご
ろ

、
民み

ん

間か
ん

機き

に
て
首し

ゅ

都と

に
到と

う

着ち
ゃ
くさ
れ
た
。
午ご

後ご

２
時じ

に
セ

ラ
ー
ド
農の

う

牧ぼ
く

畜ち
く

研け
ん

究き
ゅ
うセ
ン
タ
ー

（
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ａ
）
を
ご

視し

察さ
つ

後ご

、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
臨の

ぞ

励は
げ

ま
し
の
お
言こ

と

葉ば

に
感か

ん

激げ
き

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

代だ
い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

が
大た

い

使し

館か
ん

で

も
と
日に

本ほ
ん

で
生う

ま
れ
育そ

だ

ち
、

ず
っ
と
『
帰き

国こ
く

』
を
願ね

が

っ
て

い
た
人ひ

と

も
い
る
」
と
そ
の
理り

由ゆ
う

を
語か

た

っ
た
。
パ
ッ
ソ
ス
さ

ん
は
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な

ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
駆く

使し

し
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うの
日に

っ

系け
い

四よ
ん

世せ
い

に
呼よ

び
か
け
始は

じ

め
た
。
１
６
年ね

ん

５

月が
つ

に
は
在ざ

い

伯は
く

日に

本ほ
ん

国こ
く

大た
い

使し

館か
ん

に
四よ

ん

世せ
い

の
特と

く

別べ
つ

定て
い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

ビ
ザ

お
仕し

事ご
と

．
ｃ
ｏ
ｍ
代だ

い

表ひ
ょ
う

に
聞き

く

四よ
ん

世せ
い

ビ
ザ
、
４
月が

つ

か
ら
解か

い

禁き
ん

か

８
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

誌し

「
心こ

こ
ろ

豊ゆ
た

か
に
」

イ
タ
ペ
セ
リ
カ
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

泉い
ず
み佐さ

野の

市し

の
タ
オ
ル
筆ふ

で

絵え

手て

紙が
み

で

大お
お

塚つ
か

弥や

生よ
い

さ
ん
が
佳か

作さ
く

に

を
提て

い

案あ
ん

し
た
。

　

パ
ッ
ソ
ス
さ
ん
は
昨さ

く

年ね
ん

末ま
つ

か
ら
日に

っ

系け
い

四よ
ん

世せ
い

の
年ね

ん

齢れ
い

を

調ち
ょ
う

査さ

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
サ
イ

ト
を
設せ

っ

置ち

し
た
。
回か

い

答と
う

し
た

１
万ま

ん

２
３
６
４
人に

ん

の
日に

っ

系け
い

四よ
ん

世せ
い

の
内う

ち

約や
く

６
６
％
が
１
８
〜

３
０
歳さ

い

、
約や

く

３
０
％
が
３
０

歳さ
い

以い

上じ
ょ
う

だ
。
そ
れ
以い

外が
い

が

１
８
歳さ

い

以い

下か

と
な
る
。

　

さ
ら
に
回か

い

答と
う

者し
ゃ

の
約や

く

半は
ん

数す
う

が
既き

婚こ
ん

者し
ゃ

と
言い

う
結け

っ

果か

も

出で

た
。
パ
ッ
ソ
ス
さ
ん
は
今こ

ん

回か
い

の
調

ち
ょ
う

査さ

結け
っ

果か

を
踏ふ

ま
え
た

上う
え

、「
年ね

ん

齢れ
い

制せ
い

限げ
ん

は
特と

く

に
お

か
し
い
」
と
一ひ

と

言こ
と

。「
こ
の

結け
っ

果か

か
ら
す
れ
ば
四よ

ん

世せ
い

の
平へ

い

均き
ん

年ね
ん

齢れ
い

は
４
６
歳さ

い

。
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

の
四よ

ん

世せ
い

も
い
る
。
３
０
歳さ

い

以い

下か

と
い
う
制せ

い

限げ
ん

で
は
多お

お

く
の

四よ
ん

世せ
い

が
希き

望ぼ
う

を
失う

し
な

う
こ
と
に

な
る
」
と
語か

た

っ
た
。

　

日に
ち

語ご

能の
う

力り
ょ
く

の
制せ

い

限げ
ん

に
つ

い
て
は
賛さ

ん

成せ
い

し
て
い
る
が
、

「
本ほ

ん

人に
ん

達た
ち

の
日に

ち

語ご

能の
う

力り
ょ
く

の
判は

ん

断だ
ん

材ざ
い

料り
ょ
うが
少す

く

な
い
」
と
意い

見け
ん

を
述の

べ
た
。

　

日に

本ほ
ん

語ご

能の
う

力り
ょ
く

試し

験け
ん

は
伯は

っ

国こ
く

で
は
毎ま

い

年と
し

１
２
月が

つ

の
一い

っ

回か
い

の

み
の
実じ

っ

施し

だ
。「
仕し

事ご
と

が
な

い
若わ

か

者も
の

は
１
年ね

ん

も
待ま

た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
制せ

い

度ど

が
使つ

か

え
る
か
分わ

か
ら
な
い
の
に
一い

ち

度ど

の
試し

験け
ん

に
大た

い

金き
ん

を
払は

ら

う
し

か
な
い
」
と
四よ

ん

世せ
い

の
不ふ

利り

な

状じ
ょ
う

況き
ょ
う
を
説せ

つ

明め
い

し
た
。「
も
っ

と
違ち

が

う
判は

ん

断だ
ん

方ほ
う

法ほ
う

が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
も
し
く
は
、

入に
ゅ
う

国こ
く

時じ

の
日に

ち

語ご

能の
う

力り
ょ
くを
求も

と

め

な
い
こ
と
だ
」
と
の
考か

ん
が

え
を

語か
た

っ
た
。

　

絵え

手て

紙が
み

や
書し

ょ

道ど
う

を
教お

し

え
て

い
る
大お

お

塚つ
か

弥や

生よ
い

さ
ん
（
７
３
、

山や
ま

口ぐ
ち

県け
ん

）
＝
聖せ

い

市し

在ざ
い

住じ
ゅ
う

＝
の

作さ
く

品ひ
ん

が
、「
第だ

い

８
回か

い

タ
オ
ル

筆ふ
で

で
描か

く
絵え

て
が
み
コ
ン
ク

ー
ル
」（
大お

お

阪さ
か

府ふ

泉い
ず
み

佐さ

野の

市し

教き
ょ
う

育い
く

委い

員い
ん

会か
い

主し
ゅ

催さ
い

）
の
佳か

作さ
く

に
選え

ら

ば
れ
た
。
１
９
日に

ち

に
来ら

い

社し
ゃ

し
て
喜よ

ろ
こ

び
を
語か

た

っ
た
。

　
「
タ
オ
ル
筆ふ

で

」
と
は
、
使つ

か

い
古ふ

る

し
た
タ
オ
ル
を
割わ

り
箸ば

し

に
巻ま

き
つ
け
て
輪わ

ゴ
ム
で
止や

め
た
も
の
。
タ
オ
ル
の
産さ

ん

地ち

、
大お

お

阪さ
か

府ふ

泉い
ず
み

佐さ

野の

市し

が
も

っ
た
い
な
い
教

き
ょ
う

育い
く

、
絵え

手て

紙が
み

文ぶ
ん

化か

の
更さ

ら

な
る
広ひ

ろ

が
り
を
目も

く

的て
き

に
行

お
こ
な

っ
て
い
る
。
日に

本ほ
ん

全ぜ
ん

国こ
く

や
海か

い

外が
い

か
ら
１
９
３
７
点て

ん

が
昨さ

く

年ね
ん

１
１
月が

つ

ま
で
に
応お

う

募ぼ

さ
れ
、
１
月が

つ

に
入

に
ゅ
う

賞し
ょ
う

作さ
く

品ひ
ん

の

発は
っ

表ぴ
ょ
うが
行お

こ

な
わ
れ
た
。

　

大お
お

塚つ
か

さ
ん
は
、
ア
マ
ゾ
ン

の
イ
ン
デ
ィ
オ
が
魚さ

か
な

の
骨ほ

ね

や

ウ
ロ
コ
や
木き

の
実み

で
作つ

く

っ
た

お
面め

ん

を
描か

き
、
自し

然ぜ
ん

と
共

き
ょ
う

生せ
い

す
る
彼か

れ

ら
の
考か

ん
が

え
方か

た

や
生せ

い

活か
つ

様よ
う

式し
き

を
言こ

と

葉ば

に
し
た
。
昨さ

く

年ね
ん

５
月が

つ

に
６
枚ま

い

ほ
ど
描か

い
た
同お

な

じ
テ
ー
マ
の
連れ

ん

作さ
く

の
う
ち
、

一い
ち

番ば
ん

気き

に
入い

っ
た
も
の
を
日に

本ほ
ん

に
送お

く

っ
た
。

　

０
２
年ね

ん

か
ら
絵え

手て

紙が
み

を
は

じ
め
、
そ
の
後ご

、
感か

ん

染せ
ん

症
し
ょ
う

な
ど
で
０
８
年ね

ん

に
左

ひ
だ
り

足あ
し

を
切せ

つ

断だ
ん

す
る
こ
と
に
な
り
、「
当と

う

時じ

は
死し

ぬ
こ
と
ば
か
り
考

か
ん
が

え
て
い
た
が
、
絵え

手て

紙が
み

を

皇
こう

太
たい

子
し

殿
でん

下
か

ご来
らい

伯
はく

を歓
かん

迎
げい

首
し ゅ

都
と

（７） ２０１８年第４９６０号  ３月 ２１日 （水曜日）

１０年
ねん

振
ぶ

りのご来
らい

伯
はく

となった皇
こう

太
たい

子
し

殿
でん

下
か

第だ
い

６
５
回か
い

全ぜ
ん

伯ぱ
く

川せ
ん

柳り
ゅ
う

大た
い

会か
い

課か

題だ
い
は
「
逆ぎ
ゃ
く」、
５
月が
つ
末ま
つ
締し
め
切き
り

「
査さ

証し
ょ
う

発は
っ

給き
ゅ
う

の
条じ

ょ
う

件け
ん

厳き
び

し
す
ぎ
る
」

お仕
し

事
ごと

ドットコム代
だい

表
　ひょう

の
パッソスさん

来
らい

社
しゃ

した田
た

畑
ばた

さん

三さ
ん

、
四よ

ん

世せ
い

な
ど
若わ

か

い
世せ

代だ
い

に

と
て
も
重

じ
ゅ
う

要よ
う

。
我わ

れ

々わ
れ

の
体か

ら
だ
に

は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
血ち

が
流な

が

れ
、
日に

本ほ
ん

精せ
い

神し
ん

を
次じ

世せ

代だ
い

に
引ひ

き
渡わ

た

し
た
い
と
思お

も
っ
て
い
る
」
と
語か

た

り
、「
日に

っ

系け
い

人じ
ん

と
し
て
の
若わ

か

者も
の

の
意い

識し
き

を
強つ

よ

め
、
日に

っ

伯ぱ
く

交こ
う

流
り
ゅ
う

強き
ょ
う

化か

に
貢こ

う

献け
ん

し
て
い
き
た
い
」

と
背せ

筋す
じ

を
正た

だ

し
た
。

　

ご
接せ

っ

見け
ん

に
あ
た
っ
て
は
、
参さ

ん

加か

者し
ゃ

が
自じ

己こ

紹し
ょ
う

介か
い

や
各か

く

団だ
ん

体た
い

の
近き

ん

況き
ょ
うを
ご
報ほ

う

告こ
く

し
、
殿で

ん

下か

は
終

し
ゅ
う

始し

、
慈じ

愛あ
い

に
満み

ち
た

朗ほ
が

ら
か
な
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うで
「
多た

方ほ
う

面め
ん

に
渡わ

た
っ
て
活か

つ

躍や
く

し
て
い
ま
す
ね
」

「
お
元げ

ん

気き

で
活か

つ

動ど
う

を
続つ

づ

け
て

下く
だ

さ
い
」「
成せ

い

功こ
う

を
お
祈い

の

り
し

て
い
ま
す
」
な
ど
と
励は

げ

ま
し

の
お
言こ

と

葉ば

を
か
け
ら
れ
て
い

た
。殿で
ん

下か

は
１
９
、２
０
の
両

り
ょ
う

日じ
つ

に
同ど

う

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

さ

れ
、
同ど

う

２
０
日か

夜よ
る

に
帰き

国こ
く

さ

れ
た
。

　

日に
っ

系け
い

四よ
ん

世せ
い

の
受う

け
入い

れ
制せ

い

度ど

の
条

じ
ょ
う

件け
ん

に
関か

ん

し
、
パ
ッ
ソ
ス

さ
ん
は
「
ま
る
で
日に

っ

系け
い

四よ
ん

世せ
い

の
実じ

っ

態た
い

を
知し

ら
な
い
よ
う
だ
」

と
も
口く

ち

に
し
た
。
パ
ッ
ソ
ス
さ

ん
は
以い

前ぜ
ん

、
旅り

ょ

行こ
う

社し
ゃ

で
ビ
ザ

病び
ょ
う

院い
ん

の
看か

ん

護ご

婦ふ

な
ど
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
た
ら
す
ご
く
喜

よ
ろ
こ

ば
れ
、
私わ

た
し

も
元げ

ん

気き

を
徐じ

ょ

々じ
ょ

に

取と

り
戻も

ど

し
て
き
た
。
元げ

ん

気き

を

な
く
し
て
い
る
人ひ

と

が
い
た

ら
、
ぜ
ひ
絵え

手て

紙が
み

を
始は

じ

め
て

み
て
は
」
と
勧す

す

め
た
。
絵え

手て

紙が
み

教き
ょ
う

室し
つ

の
問と

い

合あ
わ

せ
は
大お

お

塚つ
か

さ

ん
（
電で

ん

話わ

１
１
・２
９
７
６
・ 

０
７
９
８
）
ま
で
。

嬉う
れ

し
い
」
と
話は

な

し
た
。
入

に
ゅ
う

手し
ゅ

希き

望ぼ
う

者し
ゃ

は
田た

畑ば
た

さ
ん
ま
で

（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・
４
１
４
７
・ 

１
４
５
９
）
連れ

ん

絡ら
く

を
。

インディオのお面
めん

を
テーマにした作

さく

品
ひん
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